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の低温でなければならない｡71<策 の低温における〟 の温度変化は 図1のように得ら
れる｡この磁性体の温度を下げていくと､転移点Tcで高温側のスピンの向きの揃ってい









































となる｡球の表面 (フェル ミ面)にある粒子のエネルギー (フェルミエネルギー)は
EF-盟 -藍 (男 2/3


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































uspinニ ∑ーhkSk㌶ J妄言(sk.Sk,J Sk,-Sk+) (5･19)k
が得られる.Jとhkは有効相互作用と有効磁場である｡引力のときはJ<0になる｡













































































































































































































●恒藤敏彦 :｢超伝導 ･超流動｣(岩波講座 現代の物理学 17)
●恒藤敏彦 :｢超伝導の探究｣(岩波書店)
●山田一雄 ･大兄哲巨 :｢超流動｣(新物理学シリー ズ28 培風館)
以下は､このテキス トを書くときに使った､私じしんの書いた本と解説である｡
● ｢極低温の世界｣(岩波書店)
● ｢低温 ･超伝導 ･高温超伝導｣(パリティブックス 丸善)
･ ｢低温の物理 その1-その7｣ 固体物理 15(1980),664;732;16(1981),19;17(1982),
445;553;18(1983),390;19(1984),396.
. ｢量子系の相転移一超流動とはなにか｣ 月刊フィジクス 7(1986),99.
. ｢超伝導の基礎概念-BasicConceptsofSuperconductivity-｣
固体物理 24(1989),503･
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